
二
〇
二
一
年
版
（
二
〇
二
〇
年
一
月
〜
二
〇
二
一
年
三
月
）

す
ぎ
な
み
詩
歌
館

角
川
庭
園
の
俳
句





3

◇ 

目
次 

（
掲
載
は
グ
ル
ー
プ
発
足
順
）

は
ご
ろ
も
の
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4

花
芭
蕉
俳
句
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5

句
歌
詩
帖
草
藏
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6

幻
戯
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7

す
て
ち
ま
お
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

荻
窪
句
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13

青
丹
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

く
る
り
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

ス
ナ
メ
リ
句
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

泉
句
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

俳
句
鴇
の
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

ち
の
ね
俳
句
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
21

苗
句
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22

す
な
お
な
句
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23

ま
ど
の
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24

若
之
の
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
25

●
二
〇
二
〇
年
度 

す
ぎ
な
み
詩
歌
館

俳
句
講
座
日
曜
コ
ー
ス
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
26

俳
句
講
座
土
曜
コ
ー
ス
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27

●
二
〇
二
〇
年
を
振
り
返
っ
て

コ
ロ
ナ
禍
に
振
り
ま
わ
さ
れ
た
一
年
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
28

二
〇
二
〇
年
度 

角
川
庭
園
詩
歌
館
ま
つ
り
……
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29

は
じ
め
に

二
〇
二
〇
年
一
月
か
ら
二
〇
二
一
年
三
月
に
『
角
川
庭
園
・
幻
戯
山
房
～
す
ぎ
な

み
詩
歌
館
』
で
、
句
会
を
開
い
た
十
六
グ
ル
ー
プ
と
二
つ
の
俳
句
講
座
で
詠
ま
れ
た

優
秀
句
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。す
で
に
本
年
五
月
末
か
ら
六
月
に
か
け
て
、

展
示
室
に
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
句
集
の
編
集
に
あ
た
り
、
指
導
の
先

生
方
に
三
句
投
句
し
て
い
た
だ
き
、
十
七
音
の
世
界
が
一
気
に
広
が
り
ま
し
た
。

ま
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
っ
た
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
手
短
に
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
句
集
は
、
角
川
庭
園
に
お
け
る
俳
句
活
動
の
年
次
報
告
書
に
な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
俳
句
を
詠
み
、
読
む
場
で
あ
る
角
川
庭
園
で
、
俳
句
に

親
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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手
作
り
の
重
み
が
う
れ
し
柏
餅

川
上
呉
郎

耕
す
や
夫
婦
話
の
届
く
距
離

父
の
日
や
追
想
は
父
を
や
さ
し
う
す

「
元
気
で
す
」が
聞
こ
え
る
よ
う
な
賀
状
受
く

八
方
淑
夫

手
摑
み
に
水
菜
入
れ
た
り
ひ
と
り
鍋

も
の
の
芽
に
音
の
あ
る
ら
し
夜
明
け
前

中
田
靖
子

桐
の
花
長
き
脛
持
つ
娘
ら
が
ゆ
く

久
方
の
ス
キ
ッ
プ
路
地
の
柿
若
葉

有
馬
宏
子

息
ひ
そ
め
人
の
遠
さ
の
身
に
し
む
る　
　
　
　
　

数
珠
玉
を
残
し
て
角
に
売
家
建
つ

鹿
島
真
知
子

雪
雲
の
裂
け
目
ひ
と
筋
浅
間
山

十
薬
を
大
き
く
ま
た
ぐ
雨
上
が
り

細
木
郁
代

風
熄
み
て
終
戦
の
日
の
灯
透
け
ゆ
く

衣
更
裏
地
の
龍
虎
畳
け
り

北
原
孝
子

細
や
か
に
猫
の
近
況
年
賀
状

春
浅
し
生
ゴ
ミ
の
日
を
鳴
く
烏

松
本
　
恵

戸
を
操
る
や
朝
日
に
透
け
る
初
紅
葉

雨
あ
と
の
透
け
る
嵯
峨
野
や
夏
あ
ざ
み

佐
川
ゆ
う
こ

知
恩
院
声
明
澄
み
て
夕
紅
葉

ど
の
路
地
も
光
の
中
の
柿
若
葉

俵
木
陶
光

道
を
掃
く
音
重
な
つ
て
冬
兆
す

※
発
足
時
の
指
導
者
は
市
橋
千
翔
さ
ん
。二
〇
一
一
年
に
川
上
呉
郎
さ
ん
に
引
き
継
が
れ
た
。

  
は
ご
ろ
も
の
会  

発
足
年　
二
〇
〇
七
年
一
月　

開
講
日　
第
二
月
曜
日
午
前　
　

参
加
人
数　
十
人

指
導　

川
上
呉
郎

か
わ
か
み
・
ご
ろ
う　
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
、
広
島
県
生
れ
。
七
十
歳
ま
で
独

学
で
俳
句
を
楽
し
む
。
昭
和
三
十
三
～
平
成
五
年
、
裁
判
官
、
平
成
六
～
十
四
年
、

公
証
人
。
十
五
年
「
河
」
入
会
、二
十
一
年
同
人
、二
十
六
年
退
会
。
句
集
『
多
摩
野
』。
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夕
焼
け
や
バ
ス
の
近
付
く
深
大
寺

俵
木
陶
光

キ
リ
ン
の
子
す
つ
く
と
立
ち
て
山
笑
ふ

十
六
夜
の
都
電
大
き
く
曲
が
り
ゆ
く

初
空
や
氏
神
の
鳩
旋
回
す

中
﨑
啓
祐

二
〇
二
〇
年
一
月

両
の
手
の
持
て
余
し
た
り
ふ
と
こ
ろ
手

中
川
路
邦
子

風
光
る
関
東
平
野
一
望
す

中
川
路
邦
子

二
〇
二
〇
年
二
月

天
守
よ
り
見
下
ろ
す
城
下
薄
暑
か
な

中
川
路
邦
子

二
〇
二
〇
年
五
月

そ
し
て
ま
た
真
白
き
巨
船
夏
の
航

大
本
睡
杏　

絵
は
が
き
は
上
高
地
よ
り
夏
来
る

今
井
真
知
子

二
〇
二
〇
年
六
月

窓
の
前さ

き

森
さ
や
さ
や
と
青
葉
風

小
森
谷
栄
子

二
〇
二
〇
年
七
月

遠
雷
や
あ
の
人
は
今
ど
の
あ
た
り

中
﨑
啓
祐　

ず
ぶ
濡
れ
の
シ
ヤ
ツ
の
乗
り
込
む
夕
立
か
な

大
本
惠
子

二
〇
二
〇
年
八
月

爆
音
を
吸
い
込
む
空
や
秋
の
声

山
本
一
朗

秋
暑
し
定
刻
過
ぎ
し
路
線
バ
ス

中
川
路
邦
子

二
〇
二
〇
年
九
月

秋
の
雲
シ
ヤ
ツ
タ
ー
音
の
透
き
徹
る

中
﨑
啓
祐

二
〇
二
〇
年
十
月

信
濃
路
の
秋
に
淋
し
き
ナ
ウ
マ
ン
象

大
本
睡
杏　

定
刻
を
過
ぎ
し
バ
ス
停
秋
の
風

小
森
谷
栄
子　

背
に
紅
葉
竜
王
戦
を
待
つ
広
間

今
井
真
知
子

二
〇
二
〇
年
十
一
月

診
察
待
つ
妻
も
語
ら
ぬ
神
無
月

中
﨑
啓
祐　

時
雨
る
る
や
茶
屋
街
店
の
赤
き
傘

今
井
真
知
子

二
〇
二
〇
年
十
二
月

駅
前
の
バ
ス
停
に
立
つ
オ
リ
オ
ン
と

吉
田
圭
人　

冬
空
へ
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
鋸の

こ
ぎ
り
ば刀

大
本
睡
杏

二
〇
二
一
年
一
月

街
路
樹
の
芽
吹
き
を
渡
る
歩
道
橋

大
本
睡
杏

二
〇
二
一
年
二
月

シ
ャ
ボ
ン
玉
彼
方
に
蒼
き
ガ
ス
タ
ン
ク

大
本
睡
杏

二
〇
二
一
年
三
月

辛
夷
咲
く
青
空
さ
ら
に
青
み
増
す

中
﨑
啓
祐

  
花
芭
蕉
俳
句
会  

発
足
年　
二
〇
一
〇
年
四
月　

開
講
日　
第
二
木
曜
日
午
後　

参
加
人
数　
八
人

指
導　

俵
木
陶
光

た
わ
ら
ぎ
・
と
う
こ
う　
昭
和
七
年（
一
九
三
二
）生
れ
。
か
つ
て「
馬
酔
木
」に
参
加
。

角
川
詩
歌
館
開
館
と
同
時
に
花
芭
蕉
俳
句
会
を
立
ち
上
げ
る
。「
言
葉
は
や
さ
し
く
、

思
い
は
深
く
」が
モ
ッ
ト
ー
。
ま
た
杉
並
区
制
八
十
周
年
を
記
念
し
区
と
協
力
し「
す

ぎ
な
み
詩
歌
館
か
る
た
」
の
作
成
者
と
も
な
っ
て
い
る
。
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句
歌
詩
帖
草
藏  

発
足
年　
二
〇
一
〇
年
四
月

開
講
日　
第
一
土
曜
日
午
後　

参
加
人
数　
七
人

指
導　

佐
々
木
六
戈

さ
さ
き
・
ろ
く
か　
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
、
北
海
道
生
れ
。
俳
人
・
歌
人
。

作
歌
か
ら
始
め
、
一
九
九
二
年
、
俳
句
結
社
「
童
子
」
に
参
加
。
二
〇
〇
二
年
、
句

歌
詩
帖
「
草
蔵
」、十
九
年
「
艸
」
創
刊
。
第
四
十
六
回
角
川
短
歌
賞
。
著
書
に
『
佐
々

木
六
戈
集
』（
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
俳
人
）、『
佐
々
木
六
戈
集
』（
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
歌
人
）、

『
佐
々
木
六
戈
詩
集
成
』。

数
多
咲
く
忘
れ
易
さ
よ
犬
ふ
ぐ
り

佐
々
木
六
戈

瀧
裏
を
斯
く
や
と
し
だ
れ
ざ
く
ら
か
な

獅
子
身
中
紙
香
水
を
忍
ば
せ
て

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
な
ど
も
出
て
わ
が
詩
嚢

葭
澤
美
絵
子

黒
あ
げ
は
翅
ひ
ら
く
と
き
波
の
音

番
町
に
住
み
な
す
花
見
虱
か
な

一
滴
の
香
水
を
も
て
弔
意
と
す

手
を
の
べ
て
冬
遠
か
ら
ず
火
の
暗
さ

産
声
や
そ
の
日
津
波
の
日
と
呼
ば
れ

嗚
奈
千

国
を
閉
ぢ
黒
船
祭
り
中
止
せ
り

十
薬
の
鬩
ぎ
合
う
た
る
蟄
居
か
な

甚
平
の
赤
子
ば
か
り
が
這
ひ
来
た
り

行
く
年
や
八
方
塞
が
り
と
は
知
ら
ず

矢
大
臣
ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ
で
現
る
る

荒
井
八
雪

都
市
封
鎖
一
尺
ほ
ど
の
蚯
蚓
出
ず

雲
梯
を
渡
り
切
り
た
る
七
日
盆

晩
年
の
あ
や
め
の
あ
と
の
あ
ぢ
さ
ゐ
よ

毒
の
草
薬
の
草
と
枯
れ
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
寒
四
温
眼
鏡
か
け
れ
ば
智
恵
の
湧
く

石
井　
恵

空
全
部
高
ら
か
に
ゆ
り
の
木
の
花

白
絣
父
の
教
え
も
古
り
け
り

冬
至
粥
吹
い
て
万
端
忘
れ
け
り

寒
菊
や
ひ
か
え
め
と
言
う
目
だ
ち
方

か
げ
ろ
ふ
の
杖
つ
く
吾
と
す
れ
違
ふ

か
と
う
さ
き
子

天
窓
に
失
す
雨
粒
の
夏
の
色
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幻
　
戯
　
会  

発
足
年　
二
〇
一
〇
年
七
月

開
講
日　
第
二
、四
金
曜
日　

参
加
人
数　
十
九
人

指
導　

鎌
田　
俊

か
ま
だ
・
し
ゅ
ん　
昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
、
山
口
県
生
れ
。
千
葉
県
在
住
。

「
河
」
副
主
宰
兼
編
集
長
。
句
集
に
『
山
羊
の
角
』。

息
切
ら
し
月
ま
で
行
つ
て
来
し
と
い
ふ

鎌
田
　
俊

冷
房
の
め
つ
ぽ
ふ
強
し
中
華
そ
ば

う
つ
し
世
の
ト
マ
ト
の
蔕
を
残
し
あ
ふ

雀
来
て
ゐ
る
風
鈴
な
り
出
だ
す

水
際
に
立
つ
ひ
た
ひ
た
と
ひ
や
ひ
や
と

寒
風
が
叩
き
て
誰
の
向
う
面

春
の
風
手
帳
に
棋
譜
を
遺
し
け
り

山
田
や
よ
ひ

て
ふ
て
ふ
の
吸
ひ
上
ぐ
水
の
青
さ
か
な

音
沙
汰
の
な
き
ま
ま
蓮
を
香
ら
せ
て

法
名
と
な
り
し
色
な
き
風
の
中

冬
蝶
の
空
の
高
さ
で
あ
り
に
け
り

胎
動
を
伝
ふ
る
声
よ
水
温
む

山
内
こ
こ
ろ

初
蝶
の
け
ふ
よ
り
老
い
て
ゆ
き
に
け
り

死
ぬ
暇
も
無
し
脱
ぎ
て
あ
る
蛇
の
衣

桔
梗
に
一
票
投
じ
た
る
莟

雪
な
ら
む
霙
な
ら
む
と
階
上
が
る

ト
ン
ビ
着
て
つ
い
と
ロ
ッ
ク
座
出
る
紳
士

林　
璋

二
〇
二
〇
年
一
月

木
屋
町
に
紫
煙
く
ゆ
ら
す
ト
ン
ビ
の
背

吉
田
武
子

骨
董
市
松
に
マ
ン
ト
の
吹
か
れ
を
り

朝
倉
さ
き
子

江
戸
川
乱
歩
か
ば
ん
に
入
れ
て
黒
マ
ン
ト

鋤
柄
光
則
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人
日
の
丸
々
肥
え
て
出
勤
す

尾
沢
久
美
子

片
仮
名
に
直
線
多
き
枯
木
立

鋤
柄
光
則

む
さ
さ
び
を
瞬
時
月
光
と
ら
へ
け
り

藤
武
由
美
子

む
さ
さ
び
や
空
翔
ぶ
記
憶
あ
る
背
骨

尾
沢
久
美
子

俎
の
海
鼠
に
名
前
つ
け
に
け
り

鋤
柄
光
則

掃
除
機
が
留
守
に
働
く
冬
日
和

高
橋　
實

む
さ
さ
び
は
座
布
団
と
な
り
滑
空
す

笹
本
礼
子

む
さ
さ
び
も
さ
る
も
生
家
の
客
と
せ
り

野
村
宣
子

大
硝
子
曇
り
が
ち
な
り
睦
月
尽

下
平
紀
代
子

ふ
き
の
た
う
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
言
ふ

高
橋　
實

二
〇
二
〇
年
二
月

園
児
み
な
黄
色
い
帽
子
蕗
の
薹

鋤
柄
光
則

ふ
き
の
た
う
デ
ル･

デ
ス·

デ
ム·

デ
ン
も
う
け
つ
か
う

林　
璋

亀
鳴
く
や
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
の
赤
の
消
ゆ

小
川
明
宏

蛇
穴
を
出
で
て
確
か
め
合
ふ
記
憶

鋤
柄
光
則

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ゴ
ブ
ラ
ン
織
の
姫
と
騎
士

鋤
柄
光
則

月
桂
樹
の
覇
者
の
冠
風
薫
る

朝
倉
さ
き
子

二
〇
二
〇
年
五
月

雁
風
呂
に
十
字
の
焚
木
そ
つ
と
く
べ

小
川
明
宏

薫
風
や
か
つ
て
火
星
に
湖
あ
り
き

鋤
柄
光
則

か
ろ
が
ろ
と
碧
き
地
球
の
立
夏
か
な

野
村
宣
子

母
生
き
た
山
河
な
り
け
り
風
薫
る

高
橋　
實

彫
刻
の
水
浴
び
の
女ひ

と

新
樹
光

平
田
順
子

篁
の
風
の
す
が
し
き
初
が
つ
を

吉
田
武
子

仮
縫
の
５
㎜
を
正
す
羽
抜
鶏

北
原
孝
子

向
ひ
あ
ふ
薄
暑
の
夕
餉
し
づ
か
な
り

下
平
紀
代
子

パ
ソ
コ
ン
の
顔
と
乾
杯
す
る
薄
暑

鋤
柄
光
則

婿
と
な
る
客
か
も
知
れ
ず
ビ
ー
ル
買
ふ

高
橋　
實

山
彦
は
少
年
の
声
風
五
月

平
田
順
子

蚕
豆
の
さ
や
に
生
ま
れ
る
前
の
夢

吉
井
雅
子

整
備
棟
Ａ
Ｎ
Ａ
の
翼
に
西
日
差
す

小
川
明
宏

二
〇
二
〇
年
六
月

蜥
蜴
伏
し
喉
へ
こ
へ
こ
と
膨
ら
ま
せ

笹
本
礼
子

ア
ナ
ロ
グ
の
歩
幅
の
蝸
牛
急
ぐ
急
ぐ

鋤
柄
光
則

志
功
の
女
泰
山
木
の
花
匂
ふ

高
橋　
實
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昼
寝
覚
む
名
を
呼
ん
だ
と
は
知
ら
な
ん
だ

吉
田
武
子

指
先
は
日
向
の
に
ほ
ひ
草
矢
打
つ

穴
井
悦
子

日
食
の
欠
け
た
る
的
に
草
矢
射
る

小
川
明
宏

草
矢
と
ぶ
川
面
を
帰
る
夕
渡
し

石
黒
和
紀

大
宮
の
夏
越
の
祓
ひ
矮
鶏
の
鳴
く

小
川
明
宏

子
の
指
の
草
矢
の
先
の
未
来
形

下
平
紀
代
子

殺
さ
れ
て
幼
の
草
矢
ほ
め
に
け
り

鋤
柄
光
則

黒
南
風
や
醤
の
匂
ふ
港
町

藤
武
由
美
子

毛
虫
焼
く
夕
べ
激
し
き
雨
と
な
り

藤
武
由
美
子

二
〇
二
〇
年
七
月

白
壁
に
縋
る
毛
虫
の
昼
下
り

小
池
は
る
子

毛
虫
降
る
雨
後
の
大
地
の
ぬ
め
り
た
り

下
平
紀
代
子

木
道
を
歩
け
ば
鳴
る
や
水
芭
蕉

井
出
智
恵
子

毛
虫
焼
く
端は

な

か
ら
な
か
つ
た
こ
と
に
し
て

穴
井
悦
子

マ
ン
デ
ラ
の
南
阿
の
自
由
か
た
つ
む
り

林　
璋

鳳あ
な

梨な
す

や
ブ
ル
ー
ラ
グ
ー
ン
の
星
数あ

ま

た多

尾
沢
久
美
子

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
乱
反
射
す
る
海
の
道

平
田
順
子

太
陽
を
溜
め
て
石
垣
パ
イ
ン
か
な

林　
璋

水
中
花
時
差
出
勤
に
泡
一
つ

笹
本
礼
子

歳
の
差
を
気
に
は
し
ま
せ
ん
叫
ぶ
蟇

北
原
孝
子

痩
身
の
雲
水
が
行
く
蟬
し
ぐ
れ

高
橋　
實

二
〇
二
〇
年
八
月

蟬
の
背
に
蟬
の
乗
り
た
る
真
昼
か
な

鋤
柄
光
則

蜩
よ
俺
の
気
持
に
寄
り
添
ふ
な

富
田　
宏

み
ぞ
お
ち
に
残
る
暑
さ
の
た
ま
り
け
り

尾
沢
久
美
子

夏
休
み
赤
銅
色
の
子
供
達

高
橋　
實

夏
休
み
思
惟
の
な
か
な
る
世
界
旅

石
黒
和
紀

晩
夏
光
銅
鐸
未
だ
眠
り
を
り

朝
倉
さ
き
子

お
転
婆
の
肢
体
自
由
や
糸
瓜
さ
く

北
原
孝
子

花
へ
ち
ま
篠
突
く
雨
に
一
人
酌
む

吉
田
武
子

白
き
蛾
の
帆
を
押
し
立
て
て
蟻
の
葬
列

林　
璋

鰡
跳
ぶ
よ
半
端
や
な
い
わ
こ
の
暑
さ

吉
田
武
子

ド
リ
ブ
ル
を
し
て
足
で
割
る
栗
の
毬

林　
璋

割
算
の
端
数
の
大
き
す
ぎ
る
残
暑

鋤
柄
光
則
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満
月
や
マ
ン
モ
ス
ゆ
ら
と
凍
土
よ
り

朝
倉
さ
き
子

二
〇
二
〇
年
九
月

月
に
石
投
げ
て
お
と
な
に
な
る
少
年

鋤
柄
光
則

雨
を
聴
く
白
露
の
夜
の
ミ
ン
ト
テ
ィ
ー

尾
沢
久
美
子

秋
桜
籠
車
に
乗
り
て
園
児
来
る

小
川
明
宏

鈴
鳴
ら
し
月
の
砂
漠
を
行
く
駱
駝

林　
璋

鈴
虫
や
黒
文
字
の
添
ふ
茶
請
け
菓
子

小
川
明
宏

夕
星
を
手
に
秋
の
山
駈
け
下
り
る

笹
本
礼
子

百
歳
の
寿
命
ま
つ
ぴ
ら
瓢
の
笛

林　
璋

鳩
放
ち
少
年
の
日
と
訣
別
す

朝
倉
さ
き
子

優
勝
は
赤
の
フ
リ
ー
ス
着
た
案
山
子

吉
井
雅
子

口
角
を
酒
で
拭
ひ
て
と
ろ
ろ
汁

鋤
柄
光
則

衣
被
た
ま
る
ば
か
り
の
備
忘
録

下
平
紀
代
子

切
り
甘
藷
ぱ
つ
と
消
え
去
り
猿
の
檻

高
橋　
實

二
〇
二
〇
年
十
月

マ
ド
ン
ナ
も
突
つ
掛
け
で
来
る
焼
芋
屋

林　
璋

千
振
を
引
く
や
忙
し
き
島
ぐ
ら
し

井
出
智
恵
子

然
れ
ど
も
反
芻
続
く
夜
長
か
な

穴
井
悦
子

悠
然
と
子
ら
の
掌て

に
来
て
赤
と
ん
ぼ

小
池
は
る
子

公
然
と
健
忘
症
と
言
ひ
し
秋

北
原
孝
子

吹
か
れ
癖
つ
い
て
芒
の
風
渡
る

井
出
智
恵
子

禅
僧
も
月
も
見
に
来
る
初
尾
花

小
川
明
宏

穂
す
す
き
の
誰
か
手
招
き
し
て
を
り
ぬ

林　
璋

死
に
急
ぐ
ほ
ど
の
こ
と
な
し
い
ぼ
む
し

尾
沢
久
美
子

働
か
ず
生
き
る
に
慣
れ
て
衣
被

林　
璋

紅
玉
や
い
く
ら
で
も
嘘
つ
く
女

吉
井
雅
子

味
噌
汁
は
母
雑
炊
は
父
の
味

尾
沢
久
美
子

二
〇
二
〇
年
十
一
月

疫え
き

神が
み

は
近
く
に
御お

在は

す
神
無
月

吉
井
雅
子

木
守
柿
夜
更
け
に
星
と
な
り
て
を
り

小
川
明
宏

遊
牧
の
民
組
む
包パ

オ

や
寒
北
斗

林　
璋

小た

か

な

し

鳥
遊
の
表
札
仰
ぐ
小
春
の
日

下
平
紀
代
子

遊
動
円
木
の
幽
か
な
揺
れ
や
暮
早
し

朝
倉
さ
き
子

つ
ぐ
炭
や
十
能
片
手
の
母
偲
ぶ

小
池
は
る
子

炭
を
つ
ぐ
無
言
に
耳
を
傾
け
て

穴
井
悦
子
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す
て
ち
ま
お
会  

発
足
年　
二
〇
一
〇
年
十
月

開
講
日　
第
二
日
曜
日
午
前　

参
加
人
数　
十
九
人

指
導　

阪
西
敦
子

さ
か
に
し
・
あ
つ
こ　
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
、
神
奈
川
県
生
れ
。
祖
母
の

勧
め
で
七
歳
よ
り
作
句
。「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同
人
、「
円
虹
」
所
属
。
日
本
伝
統
俳
句

協
会
新
人
賞
。『
天
の
川
銀
河
発
電
所
』『
俳
コ
レ
』
入
集
。

昼
飯
の
行
き
と
帰
り
の
残
花
か
な

阪
西
敦
子

泳
ぎ
か
ら
戻
る
や
パ
ン
に
ハ
ム
挟
む

東
京
の
ど
の
渋
滞
も
黄
落
す

凍
鶴
の
野
に
う
た
ふ
と
き
喉の

み
ど

立
て

齊
藤
保
志

二
〇
二
〇
年
一
月

橙
を
飾
り
て
女
系
家
族
か
な

齊
藤
保
志

橙
を
重
ぬ
る
父
の
端
座
し
て

竹
之
内
京
子

朴
落
葉
く
の
字
へ
の
字
で
沈
ん
で
く

富
田　
宏

愛
で
ら
れ
し
時
期
も
あ
り
け
り
枯
尾
花

朝
倉
さ
き
子

壁
に
あ
る
画
鋲
の
跡
の
冬
ざ
る
る

尾
沢
久
美
子

北
壁
に
ザ
イ
ル
宙
づ
り
友
凍
て
る

林　
璋

岩
礁
の
陽
射
し
食
み
合
ふ
冬
か
も
め

尾
沢
久
美
子

二
〇
二
〇
年
十
二
月

目
の
合
ひ
て
ひ
と
睨
み
す
る
冬
か
も
め

下
平
紀
代
子

冬
か
も
め
三
条
大
橋
百
羽
群
れ

平
田
順
子

冬
天
や
麒
麟
の
舌
の
黒
き
照
り

下
平
紀
代
子

仲
良
し
の
ひ
と
り
欠
け
た
る
日
向
ぼ
こ

小
川
明
宏

義
仲
寺
に
眠
る
俳
聖
冬
う
ら
ら

林　
璋

ク
リ
ス
マ
ス
解
凍
中
の
七
面
鳥

穴
井
悦
子

火
星
に
も
水
在
り
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

下
平
紀
代
子

新
し
き
入
れ
歯
装
着
年
の
暮
れ

穴
井
悦
子

遠
景
と
な
り
ゆ
く
日
々
や
年
果
つ
る

高
橋　
實

一
陽
来
復
湯
船
に
手
足
伸
ば
し
た
り

小
川
明
宏

唇
の
震
へ
を
な
ぞ
る
冬
の
湖

下
平
紀
代
子
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鷹
鳩
と
化
し
て
留
守
居
の
白
ワ
イ
ン

徳
久
あ
き

二
〇
二
〇
年
二
月

冴
返
る
ゴ
ミ
集
積
所
移
り
け
り

野
上
容
子

春
菊
や
香
り
畑
に
残
し
け
り

野
上
容
子

ポ
ケ
ッ
ト
に
小
さ
き
貝
が
ら
衣
更

徳
久
あ
き　

 

二
〇
二
〇
年
五
月

鍬
当
て
し
初
筍
や
閑
か
な
る

齊
藤
保
志

竹
の
子
の
ど
お
ん
と
並
ぶ
市
の
朝

広
田
妙
子

青
あ
ら
し
工
事
現
場
の
早
仕
舞
い

野
上
容
子

二
〇
二
〇
年
六
月

鉄
線
花
育
む
蔓
の
細
き
こ
と

加
藤
悦
子

ぴ
ょ
ん
と
乗
る
蜘
蛛
に
オ
セ
ロ
は
中
断
し

石
黒
嘉
子

試
食
す
る
メ
ロ
ン
の
列
の
最
後
尾

佐
藤
稲
子

二
〇
二
〇
年
七
月

ハ
モ
ニ
カ
の
練
習
は
じ
む
夏
の
夕

広
田
妙
子

長
廊
下
濡
ら
し
て
ゆ
け
り
跣
足
の
子

広
田
妙
子

踊
り
の
輪
一
重
に
な
り
ぬ
川
の
風

広
田
妙
子

二
〇
二
〇
年
八
月

道
の
辺
の
赤
ま
ん
ま
は
か
ら
み
あ
い

佐
藤
稲
子

ほ
ほ
ず
き
を
う
ま
く
鳴
ら
せ
ず
別
れ
道

齊
藤
保
志

蓑
虫
の
強
靭
無
比
の
糸
紡
ぐ

堀
口
泰
司

二
〇
二
〇
年
九
月

山
降
り
て
バ
ス
停
遠
し
葛
の
花

古
矢
敏
光

二
〇
二
〇
年
九
月

握
り
飯
山
と
積
ま
れ
て
鮭
番
屋

古
矢
敏
光

遠
近
の
眼
鏡
曇
れ
る
夜
食
か
な

齊
藤
保
志

二
〇
二
〇
年
十
月

揚
げ
麺
の
窪
み
に
黄
身
や
夜
食
喰
ふ

齊
藤
保
志

竹
馬
で
見
下
ろ
す
道
や
花
薄

堀
口
泰
司

ふ
つ
ふ
つ
と
豆
を
煮
る
音
冬
は
じ
め

広
田
妙
子

二
〇
二
〇
年
十
一
月

栗
を
見
て
栗
を
見
て
切
る
栗
羊
羹

石
黒
嘉
子

初
冬
や
ガ
チ
ャ
ン
と
コ
ッ
プ
床
に
散
る

古
矢
敏
光

暗
転
の
舞
台
お
く
か
ら
咳
こ
ぼ
る

広
田
妙
子

二
〇
二
〇
年
十
二
月

切
り
干
や
日
向
ぼ
こ
し
て
さ
ざ
め
い
て

石
黒
嘉
子

飯
場
よ
り
た
な
び
く
煙
山
眠
る

藤
沢
俊
彦

左
義
長
や
受
験
子
の
群
疾
く
去
り
ぬ

加
藤
悦
子

二
〇
二
一
年
一
月

左
義
長
や
崩
れ
て
み
れ
ば
友
の
ゐ
て

竹
之
内
京
子

風
に
あ
る
水
仙
の
香
を
辿
り
け
り

三
上
典
子

雪
解
け
や
街
道
旧
家
軒
深
く

加
藤
悦
子

二
〇
二
一
年
二
月

春
め
く
や
江
ノ
電
と
海
近
く
な
り

野
上
容
子
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荻
窪
句
会  

発
足
年　
二
〇
一
二
年
六
月

開
講
日　
第
一
木
曜
日
午
後　

参
加
人
数　
十
五
人

指
導　

日
下
野
由
季
ひ
が
の
・
ゆ
き　
昭
和
五
十
二（
一
九
七
七
）年
、東
京
都
生
れ
。
俳
誌「
海
」編
集
長
。

第
十
七
回
山
本
健
吉
評
論
賞
、第
四
十
二
回
俳
人
協
会
新
人
賞
。
句
集
に『
祈
り
の
天
』

『
馥
郁
』。
俳
人
協
会
会
員
、
日
本
文
藝
家
協
会
会
員
。

初
泣
き
の
天
の
磐
戸
を
ひ
ら
き
け
り

日
下
野
由
季

字
の
大
き
い
人
よ
り
手
紙
水
温
む

吹
か
れ
つ
つ
来
て
秋
草
の
た
だ
な
か
に

屋
久
杉
の
ほ
の
か
に
香
る
祝
箸

木
山
正
義

二
〇
二
〇
年
一
月

太
き
字
で
孫
の
名
し
る
す
祝
箸

國
松
ひ
さ
子

四
日
ま
だ
押
さ
れ
て
進
む
初
詣

池
田
絵
里
子

武
蔵
野
の
大
地
持
ち
上
げ
蕗
の
薹

大
川
千
草

二
〇
二
〇
年
二
月

初
釜
や
静
寂
の
中
の
ふ
く
さ
の
音

野
口
芳
枝

咳
く
が
を
り
呟
く
が
を
り
四
人
部
屋

牧
三
千
夫

近
く
遠
く
響
き
あ
う
声
水
温
む

小
林
美
智

二
〇
二
〇
年
三
月

折
り
紙
の
ハ
ー
ト
を
添
へ
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン

白
神
真
理

バ
ン
ダ
ナ
を
リ
ュ
ッ
ク
に
結
ぶ
春
の
旅

大
川
千
草

遠
き
日
の
麦
わ
ら
ス
ト
ロ
ー
し
や
ぼ
ん
玉

本
山
公
雄

二
〇
二
〇
年
四
月

し
や
ぼ
ん
玉
丸
も
歪
も
輝
き
て

木
山
正
義

幾
筋
に
川
面
を
分
か
つ
花
筏

白
井
晴
男

初
幟
嬰
の
手
足
の
良
く
動
く

白
神
真
理

二
〇
二
〇
年
五
月

鯉
の
ぼ
り
大
口
あ
け
て
多
摩
を
飲
む

木
山
正
義

春
め
く
や
圧
力
鍋
の
ピ
ン
上
が
る

野
上
容
子

た
ん
ぽ
ぽ
や
三
代
続
く
歯
科
医
院

野
上
容
子

二
〇
二
一
年
三
月

蒲
公
英
や
巨
き
な
牛
の
細
き
脛

加
藤
悦
子

か
ぎ
ろ
ひ
の
坂
上
り
下
り
部
活
の
子

竹
之
内
京
子
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手
伝
は
不
器
用
で
も
い
い
粽
結
ふ

水
川
怜
子

大
胆
な
赤
生
き
生
き
と
ア
マ
リ
リ
ス

本
山
公
雄

二
〇
二
〇
年
六
月

置
き
配
の
段
ボ
ー
ル
箱
西
日
さ
す

清
水
せ
つ
こ

豆
飯
の
香
り
飛
び
出
す
炊
飯
器

本
山
公
雄

朴
咲
く
や
閉
鎖
の
続
く
登
山
道

白
神
真
理

二
〇
二
〇
年
七
月

ぬ
れ
た
幹
し
ず
か
に
蟬
に
な
る
途
中

清
水
せ
つ
こ

突
き
た
て
の
角
の
立
ち
た
る
心
太

大
川
千
草

片
脚
は
千
枚
の
田
に
虹
立
て
り

大
川
千
草

二
〇
二
〇
年
八
月

日
の
射
し
て
大
海
原
に
虹
の
橋

白
神
真
理

折
り
鶴
を
折
つ
て
も
折
つ
て
も
原
爆
忌

水
川
怜
子

し
た
た
れ
る
水
蜜
桃
を
す
す
り
け
り

大
川
千
草

二
〇
二
〇
年
九
月

丹
沢
を
か
な
め
に
据
え
て
い
わ
し
雲

清
水
せ
つ
こ

遠
富
士
の
空
に
一
刷
毛
涼
新
た

増
田
公
治

立
ち
止
る
こ
と
の
多
く
て
金
木
犀

清
水
せ
つ
こ

二
〇
二
〇
年
十
月

二
十
年
経
し
満
開
の
金
木
犀

早
瀬　
梢

小
さ
き
手
を
ひ
ら
い
て
み
せ
て
木
の
実
独
楽

白
神
真
理

冬
初
め
茶
柱
た
た
ぬ
テ
イ
ー
バ
ッ
グ

小
林
美
智

二
〇
二
〇
年
十
一
月

取
り
寄
せ
の
会
席
御
膳
小
六
月

本
山
公
雄

帰
り
花
残
る
日
差
し
を
惜
し
み
け
り

大
川
千
草

磨
か
れ
し
玻
璃
戸
明
る
き
師
走
空

白
神
真
理

二
〇
二
〇
年
十
二
月

猫
に
会
え
ば
猫
と
遊
ん
で
町
師
走

小
林
美
智

名
画
座
の
角
よ
り
つ
づ
く
冬
木
立

大
川
千
草

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
紅
を
加
へ
て
七
草
粥

小
林
美
智

二
〇
二
一
年
一
月

集
ふ
事
か
な
は
ぬ
今
よ
福
寿
草

清
水
せ
つ
こ

淑
気
満
つ
翁
の
句
碑
に
触
れ
て
よ
り

大
川
千
草

衣
更
着
と
声
に
出
し
つ
つ
羽
織
り
け
り

小
林
美
智

二
〇
二
一
年
二
月

う
し
ろ
よ
り
初
雪
降
れ
る
街
の
空

野
口
芳
枝

迎
え
来
し
介
護
の
車
春
の
色

國
松
ひ
さ
子

春
の
風
太
極
拳
の
指
先
に

大
川
千
草

二
〇
二
一
年
三
月

鯉
浮
い
て
頭
の
上
を
春
の
風

木
山
正
義

ア
マ
リ
リ
ス
け
ふ
一
日
の
水
を
た
す

野
口
芳
枝
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月
冴
ゆ
る
万
物
の
長
孤
独
な
り

遺
句
集
を
終
は
り
か
ら
読
む
冬
夕
焼

関
口
下
枝

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
大
蛤
は
舌
出
し
ぬ

名
月
を
飲
み
こ
ま
ん
と
す
秘
湯
か
な

冨
永
志
保
子

春
泥
や
少
女
十
五
の
わ
だ
か
ま
り

若
駒
よ
壱
岐
の
潮
風
腹
で
聞
け

榎
本
治
美

大
潮
に
引
か
れ
現
る
天
の
川

ま
ず
草
を
引
く
ふ
る
さ
と
の
墓
参
か
な

吉
岡
七
五
三

ふ
ぐ
食
い
に
軋
む
階
段
上
り
け
り

小
高
き
は
某
跡
や
夏
来
る

本
間
ひ
ら
ぎ

浮
橋
の
波
紋
を
さ
ま
る
夏
燕

春
塵
や
タ
イ
ム
タ
イ
ム
の
草
野
球

平
山　
寛

風
花
の
寝
覚
の
床
へ
二
三
片

  
青
　
丹
　
会  

発
足
年　
二
〇
一
二
年
十
月

開
講
日　
第
一
、三
日
曜
日
午
前　

参
加
人
数　
十
八
人

指
導　

林　
誠
司

は
や
し
・
せ
い
じ　
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
、東
京
都
生
れ
。
句
集
『
ブ
リ
ッ
ジ
』

『
退
屈
王
』。
第
二
十
五
回
俳
人
協
会
新
人
賞
。
俳
句
総
合
誌「
俳
句
四
季
」「
俳
句
界
」

編
集
長
を
務
め
、
現
在
、「
俳
句
ア
ト
ラ
ス
」
代
表
。
俳
句
愛
好
誌
「
海
光
」
代
表
。

海
風
の
い
ま
爽
籟
に
変
は
り
け
り

林
　
誠
司

海
に
座
す
ひ
と
り
ひ
と
り
の
白
秋
忌

盗
人
の
墓
を
た
た
へ
る
花
ふ
ぶ
き

世
が
変
わ
る
つ
ぶ
や
き
合
う
は
吾
亦
紅

山
田
和
子

海
光
る
味
わ
い
つ
く
す
金
目
鯛

ま
ん
さ
く
や
綴つ

づ
れ

織お

り
つ
つ
魁

さ
き
が
け

ぬ

田
中
久
仁
子

コ
ス
モ
ス
の
鉢
殿
に
乗
せ
転
居
か
な

リ
ハ
ビ
リ
に
通
ひ
し
道
や
春
の
泥

矢
島
久
美

離
れ
つ
つ
ラ
ジ
オ
体
操
た
ん
ぽ
ぽ
黄

銀
漢
や
沖
ほ
ど
昏
き
土
佐
の
海

篠
原
賢
二

東
か
ら
伸
び
る
吊
り
尾
根
大
満
月

蔓
引
け
ば
日
差
し
の
中
に
零
余
子
か
な

小
久
江
冴
秀
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く
　
る
　
り  

発
足
年　
二
〇
一
三
年
四
月

開
講
日　
第
三
木
曜
日
午
前　

参
加
人
数　
八
人

指
導　

野
口
る
理

の
ぐ
ち
・
る
り　
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
、
鳥
取
県
生
れ
、
徳
島
県
育
ち
。

瀬
戸
内
寂
聴
の
文
学
塾
に
参
加
。
高
校
時
代
に
俳
句
を
は
じ
め
る
。
平
成
二
十
三
年
、

神
野
紗
希
、
江
渡
華
子
と
俳
句
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
「
ス
ピ
カ
」
創
刊
。
同
年
、『
俳
コ

レ
』『
天
の
川
銀
河
発
電
所
』
入
集
。
句
集
『
し
や
り
り
』。

水
無
月
の
紙
を
透
か
せ
る
カ
レ
ー
パ
ン

野
口
る
理

夏
の
蝶
な
ら
ば
瞬
き
縫
へ
進
め

も
う
な
に
も
し
ば
ら
ぬ
虹
と
な
り
に
け
り

初
日
記
閉
じ
て
思
ひ
の
ま
ま
生
き
ん

石
田　
磬

二
〇
二
〇
年
一
月

茶
柱
を
そ
っ
と
飲
み
込
み
去
年
今
年

柴
田
ふ
ら
り

父
の
箸
先
ず
春
菊
の
芥
子
和
え

若
林
冴
え
虎

二
〇
二
〇
年
二
月

草
も
ち
の
し
み
じ
み
緑
丸
く
な
れ

木
田
捨
て
助

灯
も
星
も
手
に
ひ
ん
や
り
と
聖
夜
か
な

齊
藤
保
志

棚
の
奥
よ
り
伊
那
の
味
噌
だ
れ
秋
渇
き

風
を
ぬ
ぎ
空
を
ぬ
ぎ
た
る
子
馬
か
な

木
村　
凡

籐
枕
見
た
夢
全
て
と
お
り
ぬ
け

デ
イ
ケ
ア
へ
初
の
相
乗
り
舞
ふ
枯
葉

村
田
み
ね
子

聴
診
器
手
首
に
シ
ッ
プ
年
の
暮

夕
映
に
喉
細
め
る
羽
抜
鶏

里
見　
游

満
月
を
そ
の
ま
ま
使
ふ
野
外
劇

干
し
竿
の
春
塵
ま
づ
は
拭
き
に
け
り

田
川
嘉
子

夕
虹
の
街
全
体
に
立
ち
に
け
り

あ
み
笠
の
残
さ
れ
た
ま
ま
蟬
し
ぐ
れ

水
川
怜
子

コ
ス
モ
ス
や
診
察
室
の
一
輪
ざ
し

水
芭
蕉
会
津
へ
続
く
霧
の
道

中
尾
和
香
子

木
道
き
し
む
歩
荷
の
歩
み
水
芭
蕉
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蝶
番
ぎ
ゅ
る
ん
と
鳴
い
て
月
お
ぼ
ろ

原
田
美
穂

二
〇
二
〇
年
五
月

さ
あ
上
を
向
い
て
歩
こ
う
花
水
木

柴
田
ふ
ら
り

驟
雨
く
る
仲
直
り
す
る
理
由
と
す

吉
田
ヨ
シ
子

二
〇
二
〇
年
六
月

夫
見
舞
う
夏
至
の
短
き
影
連
れ
て

石
田　
磬

白
壁
を
突
き
抜
け
る
ご
と
蟬
の
鳴
く

石
田　
磬

二
〇
二
〇
年
七
月

虎
が
雨
黒
衣
の
女
ペ
ダ
ル
踏
む

原
田
美
穂

一
グ
ラ
ム
も
増
や
す
な
八
月
の
重
さ

柴
田
ふ
ら
り

二
〇
二
〇
年
八
月

揚
花
火
ク
リ
ム
ト
の
女
薄
目
開
け

吉
田
ヨ
シ
子

割
り
切
れ
ぬ
も
の
を
束
ね
て
野
分
さ
る

原
田
美
穂

二
〇
二
〇
年
九
月

だ
し
ぬ
け
に
９
月
が
憂
い
連
れ
て
く
る

石
田　
磬

多
弁
と
い
う
虚
ろ
を
見
せ
て
秋
の
森

吉
田
ヨ
シ
子

二
〇
二
〇
年
十
月

朽
ち
た
舟
中
に
萎
び
た
芒
生
え

若
林
冴
え
虎

薄
き
陽
の
集
ま
る
処
石
蕗
の
花

原
田
美
穂

二
〇
二
〇
年
十
一
月

灯
台
の
朽
ち
た
石
段
覆
う
石つ

蕗わ

若
林
冴
え
虎

終
わ
り
し
も
の
ま
た
語
り
だ
す
落
ち
葉
た
き

吉
田
ヨ
シ
子

二
〇
二
〇
年
十
二
月

湯
に
浮
か
ぶ
柚
に
爪
た
て
こ
の
平
和

吉
田
ヨ
シ
子

新
年
や
髪
逆
立
て
て
探
し
物

原
田
美
穂

二
〇
二
一
年
一
月

土
と
陽
と
水
の
匂
ひ
や
七
日
粥

原
田
美
穂

春
め
く
や
け
ん
か
の
種
も
植
え
替
え
て

加
藤
エ
コ

二
〇
二
一
年
二
月

ふ
ら
こ
こ
の
向
こ
う
の
海
の
の
ほ
ほ
ん
と

柴
田
ふ
ら
り

落
椿
息
づ
い
て
い
る
藪
の
中

原
田
美
穂

二
〇
二
一
年
三
月

我
を
呼
ぶ
声
は
透
明
目
借
時

原
田
美
穂
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ス
ナ
メ
リ
句
会  

発
足
年　
二
〇
一
三
年
十
月

開
講
日　
第
一
木
曜
日
午
前　

参
加
人
数　
十
四
人

指
導　

髙
柳
克
弘

た
か
や
な
ぎ
・
か
つ
ひ
ろ　
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
、
静
岡
県
生
れ
。「
鷹
」

編
集
長
。
第
一
九
回
俳
句
研
究
賞
、
第
一
回
田
中
裕
明
賞
、
第
二
十
二
回
俳
人
協
会

評
論
新
人
賞
。
句
集『
未
踏
』『
寒
林
』。
評
論
集『
凛
然
た
る
青
春
』『
ど
れ
が
ほ
ん
と
？　

万
太
郎
俳
句
の
虚
と
実
』『
究
極
の
俳
句
』
な
ど
。

ぬ
ぐ
ふ
も
の
な
く
て
拳
や
米
こ
ぼ
す

髙
柳
克
弘

バ
ル
コ
ン
や
闇
を
恐
れ
て
殖
え
ゆ
く
灯

部
屋
に
ゐ
て
世
界
見
通
す
寒
さ
か
な

初
旅
や
地
球
の
ほ
こ
り
ふ
う
と
吹
く

伊
狩
七
重

二
〇
二
〇
年
一
月

寒
凪
や
砂
丘
行
く
影
麒
麟
め
く

山
本
和
子

二
〇
二
〇
年
二
月

ガ
ラ
ス
拭
く
春
が
一
杯
来
る
よ
う
に

竹
内
静
江

二
〇
二
〇
年
三
月

山
雀
や
牡
丹
の
新
芽
な
喰
ひ
そ

伊
狩
七
重

二
〇
二
〇
年
四
月

虹
立
ち
て
わ
が
少
食
を
咎
め
け
り

福
田
健
太

二
〇
二
〇
年
五
月

キ
ャ
ン
バ
ス
の
錆
び
し
釘
抜
く
梅
雨
の
午
後

山
口
美
智
子

二
〇
二
〇
年
六
月

雲
の
峰
縄
文
土
器
の
家
族
愛

近
田
吉
幸

二
〇
二
〇
年
七
月

糸
杉
に
蛇
を
絡
ま
せ
た
の
は
誰

鈴
木
洋
子

二
〇
二
〇
年
八
月

稲
の
香
に
道
は
一
本
日
暮
な
り

木
田
和
子

二
〇
二
〇
年
九
月

し
そ
の
実
入
り
の
い
な
り
ず
し
お
と
な
り
へ

二
見
明
子

二
〇
二
〇
年
十
月

押
し
合
う
や
草
食
む
鹿
の
白
き
尻

関
根
陽
子

二
〇
二
〇
年
十
一
月

ク
リ
ス
マ
ス
除
菌
剤
置
き
サ
ン
タ
待
つ

朝
妻
裕
子

二
〇
二
〇
年
十
二
月

ふ
る
さ
と
よ
り
梅
だ
よ
り
あ
り
切
符
買
ふ

持
田
育
司

二
〇
二
一
年
一
月

日
だ
ま
り
に
梢
ゆ
ら
す
や
雀
の
子

と
し
こ

二
〇
二
一
年
二
月

雛
祭
り
五
才
に
贈
る
花
選
び

藤
本
信
子

二
〇
二
一
年
三
月
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過
ち
の
や
う
に
一
す
ぢ
か
な
か
な
が

矢
野
美
智
子

二
〇
二
〇
年
八
月

さ
る
す
べ
り
の
花
に
休
み
て
お
坊
さ
ん

矢
野
美
智
子

夏
大
根
苦
み
辛
み
を
す
り
お
ろ
す

三
由
雅
子

銀
湾
や
空
の
円
さ
を
し
た
が
え
る

伊
狩
七
重

二
〇
二
〇
年
九
月

遊
ば
む
と
声
の
あ
り
け
り
芒
原　
　
　
　
　

  

矢
野
美
智
子

落
つ
る
も
の
覗
き
ゐ
る
ご
と
髪
洗
ふ

松
井
宏
文

会
い
た
く
て
じ
っ
と
見
上
げ
る
天
の
川

今
冨
由
起
子

風
に
乗
り
風
を
乗
り
か
へ
赤
蜻
蛉

松
井
宏
文

二
〇
二
〇
年
十
月

秋
鯖
の
ま
つ
た
り
か
ら
む
味
噌
煮
か
な

三
由
雅
子

二
〇
二
〇
年
十
一
月

紅
い
実
に
活
け
て
華
や
ぐ
枯
れ
薄

今
冨
由
起
子

古
着
屋
の
並
ぶ
小
道
の
小
春
か
な

松
井
宏
文

二
〇
二
〇
年
十
二
月

牛
の
眼
の
ご
ろ
り
と
動
き
冬
ご
も
り

矢
野
美
智
子

二
〇
二
一
年
一
月

北
国
の
子
牛
の
毛
布
か
け
ら
れ
て

松
井
宏
文

  
泉
　
句
　
会  

発
足
年　
二
〇
一
四
年
四
月

開
講
日　
第
二
火
曜
日
午
後　

参
加
人
数　
八
人

指
導　

今
泉
康
弘

い
ま
い
ず
み
・
や
す
ひ
ろ　
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
、
群
馬
県
生
れ
。
高
校

時
代
か
ら
句
作
。「
円
錐
」
同
人
。
第
二
回
俳
句
空
間
新
人
賞
、
第
十
二
回
山
本
健
吉

評
論
賞
。
評
論
集
『
人
そ
れ
を
俳
句
と
呼
ぶ
』、
評
伝
『
渡
邊
白
泉
の
句
と
真
実
』。

イ
カ
ロ
ス
の
見
し
も
の
告
げ
よ
あ
げ
ひ
ば
り

今
泉
康
弘

渡
る
べ
き
河
あ
り
風
の
中
に
あ
り

七
月
や
ビ
ニ
ー
ル
傘
で
ゆ
く
あ
の
世

「
重
い
で
す
よ
」
餅
の
包
み
と
抱
き
合
ふ

矢
野
美
智
子

二
〇
二
〇
年
一
月

救
急
車
の
音
や
む
闇
の
余
寒
か
な

松
井
宏
文

二
〇
二
〇
年
二
月

と
げ
ぬ
き
地
蔵
の
香
煙
し
み
る
冬
帽
子

松
井
宏
文

二
〇
二
〇
年
四
月

目
に
沁
み
る　

何
が　

煙
が　

惜
春
譜

藤
本
ミ
ツ
子

天
と
地
を
結
ぶ
雅
び
や
藤
の
垂
れ

早
出
和
子

二
〇
二
〇
年
五
月

蛇
を
指
差
し
へ
び
な
ん
て
い
な
い
よ
ね

矢
野
美
智
子

二
〇
二
〇
年
六
月

棘
紅
し
む
ら
む
す
め
と
い
ふ
父
の
薔
薇

伊
狩
七
重

ひ
つ
ぱ
つ
て
ひ
つ
ぱ
り
あ
つ
て
蜘
蛛
の
糸

三
由
雅
子

茄
子
胡
瓜
花
つ
き
し
ま
ま
路
地
の
市

伊
狩
七
重

二
〇
二
〇
年
七
月
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俳
句
鴇
の
会  

発
足
年　
二
〇
一
四
年
十
月

開
講
日　
第
一
火
曜
日
午
前　

参
加
人
数　
九
人

指
導　

鴇
田
智
哉

と
き
た
・
と
も
や　
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
、千
葉
県
生
れ
。
平
成
八
年
「
魚

座
」
入
会
。
終
刊
後
十
九
年
「
雲
」
入
会
、
退
会
後
二
十
七
年
同
人
誌
「
オ
ル
ガ
ン
」

参
加
。
句
集
に
『
こ
ゑ
ふ
た
つ
』『
凧
と
円
柱
』『
エ
レ
メ
ン
ツ
』。
第
十
六
回
俳
句
研

究
賞
、
第
二
十
九
回
俳
人
協
会
新
人
賞
、
第
六
回
田
中
裕
明
賞
。

双
六
の
た
う
た
う
海
へ
行
き
つ
け
り

鴇
田
智
哉

雷
の
な
ほ
ぺ
し
や
ん
こ
に
ひ
し
や
げ
た
る

三
人
の
子
と
団
栗
の
ド
ラ
マ
な
り

か
ら
す
天
狗
の
マ
ス
ク
し
て
ボ
ー
ル
蹴
る

田
本
道
江

二
〇
二
〇
年
一
月

暗
記
す
る
ほ
ど
双
六
の
擦
れ
た
る

露
無
成
子

一
枚
の
葉
を
閉
ぢ
込
め
て
結
氷
す

松
浦
恵
美
子

二
〇
二
〇
年
二
月

芽
の
吹
き
て
と
た
ん
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ぷ
う

矢
野
美
智
子

美
術
館
か
ら
悴
み
て
ト
ン
カ
ツ
屋

田
本
道
江

噴
水
の
向
か
う
の
椅
子
に
眠
る
人

松
浦
恵
美
子

二
〇
二
〇
年
七
月

枝
豆
の
今
日
は
い
い
ね
と
塩
か
げ
ん

三
由
雅
子

二
〇
二
〇
年
八
月

会
釈
し
て
隣
の
墓
に
参
る
人

三
由
雅
子

二
〇
二
〇
年
九
月

全
身
を
細
く
し
て
入
る
す
す
き
原

和
智
安
江

二
〇
二
〇
年
十
月

顔
の
あ
る
団
栗
ひ
と
つ
ポ
ケ
ッ
ト
に

田
本
道
江

二
〇
二
〇
年
十
一
月

土
色
の
お
で
ん
ぶ
る
ぶ
る
し
て
を
り
ぬ

矢
野
美
智
子

二
〇
二
〇
年
十
二
月

が
つ
が
つ
と
独
楽
の
ぶ
つ
か
り
始
め
た
る

松
井
宏
文

二
〇
二
一
年
一
月

ヒ
ー
タ
ー
の
燃
え
盛
る
音
ミ
リ
ミ
リ
と

仁
科
祥
子

人
参
を
月
の
う
さ
ぎ
に
あ
げ
た
き
夜

松
浦
恵
美
子

あ
た
た
か
や
知
ら
な
い
町
の
鐘
の
鳴
る

矢
野
美
智
子

二
〇
二
一
年
二
月

マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
に
春
の
風

三
由
雅
子

二
〇
二
一
年
三
月

春
風
の
中
に
は
揺
れ
て
ゐ
る
も
の
も

矢
野
美
智
子
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ち
の
ね
俳
句
会  

発
足
年　
二
〇
一
六
年
四
月

開
講
日　
第
四
火
曜
日
午
後　

参
加
人
数　
十
五
人

指
導　

茅
根
知
子

ち
の
ね
・
と
も
こ　
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年 

「
魚
座
」
入
会
、
俳
句
を
始
め
る
。

二
〇
〇
一
年　
第
十
五
回
俳
壇
賞
。「
絵
空
」
同
人
、
俳
人
協
会
会
員
。
句
集
『
眠

る
ま
で
』『
赤
い
金
魚
』。

い
つ
か
死
ぬ
人
を
愛
す
る
涼
し
さ
よ

茅
根
知
子

地
下
道
に
ゐ
る
人
間
と
き
り
ぎ
り
す

青
い
絵
を
行
列
の
ゆ
く
寒
さ
か
な

水
中
花
水
飲
み
鳥
を
誘
ひ
た
る

山
村
笑
流

二
〇
二
〇
年
七
月

生
れ
し
日
の
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
春
の
虹

二
〇
二
一
年
二
月

梅
雨
の
月
今
日
は
じ
め
て
の
声
を
出
す

高
木
ら
ら

二
〇
二
〇
年
七
月

何
事
も
ふ
つ
う
が
よ
ろ
し
実
千
両

二
〇
二
一
年
一
月

校
舎
よ
り
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
秋
の
風

浅
野
純
子

二
〇
二
〇
年
九
月

囀
の
木
を
突
き
止
め
て
足
止
め
て

二
〇
二
一
年
二
月

靖
国
の
天
衝
く
鳥
居
十
二
月

谷
口
律
子

二
〇
二
〇
年
十
二
月

初
明
り
ザ
ッ
ク
背
負
ひ
て
君
は
発
つ

柘
植
み
つ
よ

二
〇
二
一
年
一
月

蘖
は
い
の
ち
の
す
み
か
雫
受
く

二
〇
二
一
年
三
月

約
束
の
三
越
前
は
春
め
い
て

山
口
汀
子

二
〇
二
〇
年
三
月

膝
の
上
の
猫
の
重
さ
よ
火
の
恋
し

二
〇
二
〇
年
十
一
月

春
う
ら
ら
と
ぷ
ん
と
聞
こ
ゆ
水
の
音

紺
野
果
倫

二
〇
二
一
年
二
月

く
り
返
す
同
じ
会
話
や
春
の
空

二
〇
二
一
年
三
月

冬
野
裂
く
直
線
の
日
が
滑
走
路

田
中
有
楽

二
〇
二
〇
年
十
一
月

川
底
を
ま
っ
逆
さ
ま
に
つ
つ
く
鴨

仁
科
祥
子

二
〇
二
一
年
二
月

絨
毯
の
花
に
隠
れ
て
ゐ
る
ピ
ア
ス

松
浦
恵
美
子

鶯
へ
潮
の
流
れ
が
変
わ
り
を
り

田
本
道
江
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苗
　
句
　
会  

発
足
年　
二
〇
一
七
年
四
月

開
講
日　
第
三
火
曜
日
午
前　

参
加
人
数　
十
四
人

指
導　

鶴
岡
加
苗

つ
る
お
か
・
か
な
え　
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
、
広
島
県
生
れ
。 

「
香
雨
」

同
人
、
編
集
担
当
。
俳
人
協
会
幹
事
。
句
集
『
青
鳥
』。
第
二
回
俳
句
四
季
新
人
賞
、

第
三
十
八
回
俳
人
協
会
新
人
賞
。

ゆ
く
川
の
光
を
ま
と
ひ
初
燕

鶴
岡
加
苗

母
の
日
の
間
口
を
広
げ
ゐ
る
花
屋

秋
風
や
メ
モ
の
数
字
に
覚
え
な
く

戎
笹
抱
き
て
路
地
を
足
早
に

笹
川
玲
子

二
○
二
○
年
一
月

夜
勤
明
け
の
父
も
加
は
り
年
酒
酌
む

宇
田
川
勝
実

二
○
二
○
年
一
月

さ
く
ら
ん
ぼ
明
る
き
声
の
配
達
員

吉
見
布
美
子

二
○
二
○
年
七
月

盆
踊
り
果
て
て
暗
渠
の
水
の
音

丸
山
ゆ
き
子

二
○
二
○
年
八
月

茶
の
花
や
本
を
読
む
日
の
多
く
な
り

丸
山
ゆ
き
子

二
○
二
○
年
十
一
月

指
輪
抜
き
気
ま
ま
な
春
が
こ
そ
ば
ゆ
い

二
〇
二
一
年
二
月

な
に
も
な
い
ふ
だ
ん
の
日
々
や
夏
深
し

三
木
松
庵

二
〇
二
〇
年
七
月

退
屈
も
し
あ
わ
せ
の
う
ち
秋
の
宵

二
〇
二
〇
年
十
月

黒
富
士
を
浮
き
上
ら
せ
て
冬
茜

竹
内
ゆ
き

二
〇
二
〇
年
十
二
月

春
眠
の
夢
き
れ
ぎ
れ
に
続
き
け
り

二
〇
二
一
年
三
月
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す
な
お
な
句
会  

発
足
年　
二
〇
一
九
年
四
月

開
講
日　
第
一
金
曜
日　

参
加
人
数　
十
一
人

指
導　

橋
本　
直

は
し
も
と
・
す
な
お　
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
、
愛
媛
県
生
れ
。
神
奈
川
大

学
非
常
勤
講
師
（
俳
句
研
究
）。「
豈
」
同
人
。
現
代
俳
句
協
会
参
与
。
合
同
句
集
『
水

の
星
』『
鬼
』、
句
集
『
符
籙
』。

み
て
を
れ
ば
蚯
蚓
に
な
に
か
み
え
て
ゐ
る

橋
本
　
直

裸
子
の
背
に
す
ん
な
り
と
手
の
と
ど
く

た
を
や
か
な
熊
の
糞
な
り
秋
に
入
る

喜
寿
迎
え
名
乗
り
あ
げ
た
い
初
句
会

戸
田
年
昭

二
〇
二
〇
年
一
月

雪
時
雨
駐
禁
ス
テ
ッ
カ
ー
て
ろ
り

赤
坂
奈
緒

二
〇
二
〇
年
二
月

笑
ひ
声
聞
こ
え
て
笑
ふ
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

春
藤
千
恵

二
〇
二
〇
年
四
月

籠
城
や
吹
き
抜
け
て
ゆ
く
猫
の
恋

赤
坂
奈
緒

二
〇
二
〇
年
五
月

み
ど
り
増
す
亦
み
ど
り
増
す
無
為
の
う
ち

戸
田
年
昭

二
〇
二
〇
年
六
月

春
な
の
に
口
紅
売
れ
ぬ
ま
ま
夏
へ

博
多
信
子

終
活
や
窓
枠
に
咲
く
黴
の
花

戸
田
年
昭

二
〇
二
〇
年
七
月

相
席
の
蝶
ネ
ク
タ
イ
と
走
り
蕎
麦

春
藤
千
恵

二
〇
二
〇
年
十
一
月

秋
深
し
池
塘
を
覆
う
雲
の
色

戸
田
年
昭

妊
娠
を
た
め
ら
い
続
け
十
二
月

博
多
信
子

二
〇
二
〇
年
十
二
月

駅
伝
の
ど
ん
で
ん
返
し
見
る
猪
日

赤
坂
奈
緒

二
〇
二
一
年
一
月

雪
催
バ
ス
は
ゆ
る
り
と
カ
ー
ブ
切
る

伊
賀
ま
ゆ
み

二
〇
二
一
年
二
月

下
萌
の
緑
に
何
か
探
す
子
ら

福
永
泰
子

友
が
逝
く
白
梅
密
に
咲
き
誇
る

戸
田
年
昭

鈴
転
び
巫
女
走
り
を
り
春
の
風

伊
賀
ま
ゆ
み

二
〇
二
一
年
三
月

春
の
日
に
母
広
縁
に
着
物
解
く

福
永
泰
子

皿
洗
ふ
泡
の
ふ
く
ら
み
牡
丹
雪

戸
田
年
昭



24

  
ま
ど
の
会  

発
足
年　
二
〇
二
〇
年
四
月

開
講
日　
第
三
土
曜
日
午
前　

参
加
人
数　
九
人

指
導　

田
島
健
一

た
じ
ま
・
け
ん
い
ち　
昭
和
四
十
八（
一
九
七
三
）年
、東
京
都
生
れ
。「
炎
環
」同
人
。

同
人
誌
「
豆
の
木
」「
オ
ル
ガ
ン
」
所
属
。
句
集
『
た
だ
な
ら
ぬ
ぽ
』。

感
染
の
し
ず
け
さ
遊
具
を
の
ぼ
る
蛇

田
島
健
一

光
る
字
を
押
す
と
湯
の
沸
く
雪
夜
か
な

犀
の
子
は
龍
の
弾
力
に
て
長
閑

鯛
焼
や
同
級
生
の
ま
あ
る
き
眼

橋
本
め
ぐ
み

遠
足
や
甘
さ
そ
れ
ぞ
れ
卵
焼
き

茶
の
花
や
ら
ん
お
う
さ
と
う
か
た
く
り
こ

大
友
ま
り
え

き
じ
白
の
迷
い
猫
あ
り
夕
桜

吾
子
ふ
た
り
く
っ
つ
く
弾
む
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

片
岡
真
裕
子

葉
桜
や
煉
瓦
め
く
り
て
蟲
愛
で
る

寒
の
入
り
麹
に
大
豆
買
い
揃
え

大
塚　
勇

落
葉
焚
串
に
焼
き
ま
し
ゅ
ま
ろ
三
つ

や
は
ら
か
テ
ィ
ッ
シ
ュ
う
ん
と
や
は
ら
か
卒
業
す

原
麻
理
子

咲
き
さ
う
な
桜
コ
ロ
ッ
ケ
食
べ
な
が
ら

鴨
の
群
れ
こ
こ
ろ
ひ
と
つ
に
し
て
く
の
字

亀
山
和
子

唐
衣
く
れ
な
ゐ
き
そ
ふ
緋
木
瓜
か
な

か
ら
も
も
の
そ
つ
く
り
風
の
そ
の
さ
な
か

福
地　
敦

蜘
蛛
の
糸
ひ
つ
か
け
て
ゆ
く
暑
さ
か
な

滴
り
の
苔
を
介
し
て
ひ
と
つ
な
る

松
井
亜
衣

白
蝶
は
熱
を
お
ぼ
え
て
ゐ
る
記
憶

柿
な
る
や
五
右
衛
門
風
呂
の
底
の
板

生
島　
融

緊
急
事
態
道
端
の
た
ん
ぽ
ぽ
黄
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若
之
の
会  

発
足
年　
二
〇
二
〇
年
四
月

開
講
日　
第
四
月
曜
日
午
後　

参
加
人
数　
十
一
人

指
導　

福
田
若
之

ふ
く
だ
・
わ
か
ゆ
き　
平
成
三（
一
九
九
一
）年
、東
京
都
生
れ
。「
群
青
」「
オ
ル
ガ
ン
」

に
参
加
。
句
集
『
自
生
地
』『
二
つ
折
り
に
さ
れ
た
二
枚
の
紙
と
二
つ
の
留
め
金
か

ら
な
る
一
冊
の
蝶
』。
第
六
回
与
謝
蕪
村
賞
新
人
賞
。

日
と
月
の
あ
る
世
に
鰺
の
骨
を
剝
ぐ

福
田
若
之

目
も
夜
に
慣
れ
て
さ
や
か
な
風
と
知
る

は
ま
ぐ
り
を
焼
き
遥
か
ほ
ど
白
い
空

水
藻
食
む
逆
立
鳥
や
春
の
川

佐
藤
康
子

二
〇
二
〇
年
四
月

地
球
儀
が
と
ろ
け
る
夏
の
片
頭
痛

岩
石
む
そ
む

二
〇
二
〇
年
五
月

南
風
や
身
を
よ
じ
ら
せ
て
笑
ふ
木
々

柴
谷
悦
子

二
〇
二
〇
年
六
月

く
ち
な
わ
を
花
が
い
ざ
な
う
蓮
の
池

岡
部
義
信

家
仕
舞
ひ
家
守
の
墓
は
そ
の
ま
ま
に

岩
石
む
そ
む

二
〇
二
〇
年
七
月

も
ろ
こ
し
の
ひ
げ
に
潜
み
し
芋
虫
よ

藤
掛
紀
子

二
〇
二
〇
年
八
月

紀
の
善
の
ば
ば
ろ
あ
が
呼
ぶ
秋
の
風

藤
掛
紀
子

二
〇
二
〇
年
九
月

台
風
來
寄
席
昼
席
に
何
故
か
居
て

岩
尾
伎
三
江

二
〇
二
〇
年
十
月

街
路
樹
に
十
一
月
の
日
ざ
し
ふ
る

柴
谷
悦
子

二
〇
二
〇
年
十
一
月

冬
桜
峠
に
山
の
神
お
は
す

細
谷
道
子

二
〇
二
〇
年
十
二
月

一
、
三
、
五
、
一
斉
に
零
、
寒
雀

松
浦
榮
子

二
〇
二
一
年
一
月

春
の
雪
ひ
と
し
き
り
降
り
て
雨
と
な
る

柴
谷
悦
子

二
〇
二
一
年
二
月

春
愁
の
似
合
わ
ぬ
人
の
長
き
文

岩
尾
伎
三
江

二
〇
二
一
年
三
月
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俳
句
講
座
日
曜
コ
ー
ス  

発
足
年　
二
〇
二
〇
年
七
月

開
講
日　
第
三
日
曜
日
午
後　

参
加
人
数　
十
二
人

指
導　

宮
本
佳
世
乃
み
や
も
と
・
か
よ
の　
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
、東
京
都
生
れ
。「
炎
環
」

同
人
。
同
人
誌「
オ
ル
ガ
ン
」「
豆
の
木
」所
属
。
句
集『
鳥
飛
ぶ
仕
組
み
』『
三
〇
一

号
室
』。
第
三
十
五
回
現
代
俳
句
新
人
賞
。

あ
ぢ
さ
ゐ
の
色
づ
き
は
じ
む
牛
舎
か
な

宮
本
佳
世
乃

そ
こ
に
ゐ
た
生
き
て
て
の
み
こ
ま
れ
な
が
ら

君
が
灰
ひ
と
び
と
は
若
芝
に
ゐ
る

寝
こ
ろ
べ
ば
風
吹
き
抜
け
し
暑
さ
か
な

大
本
恵
子

二
〇
二
〇
年
七
月

七
夕
の
ハ
ブ
ラ
シ
並
ぶ
マ
グ
カ
ッ
プ

橋
本
め
ぐ
み

二
〇
二
〇
年
八
月

カ
ー
テ
ン
も
テ
レ
ビ
も
な
く
て
今
日
の
月

小
澤
俊
彦

二
〇
二
〇
年
九
月

錦
鯉
は
ぜ
紅
葉
へ
と
す
べ
り
ゆ
く

近
藤
俊
子

二
〇
二
〇
年
十
月

柿
ひ
と
つ
分
け
る
姉
妹
の
笑
顔
か
な

西
山
八
重
子

枯
葉
鳴
る
父
の
病
を
知
り
し
時

大
本
恵
子

二
〇
二
〇
年
十
一
月

海
光
に
溶
け
入
る
冬
の
鏡
か
な

近
藤
俊
子

二
〇
二
〇
年
十
二
月

瀧
落
ち
る
ご
と
く
暮
れ
ゆ
く
今
年
か
な

大
矢
聖
子

こ
の
先
の
色
を
秘
め
た
る
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

藤
川
久
美
子

二
〇
二
一
年
二
月

寒
晴
や
原
宿
駅
舎
解
か
れ
ゆ
く

窪　
龍
子

春
の
日
に
し
だ
れ
て
咲
き
し
梅
う
つ
く
し

高
城
カ
ツ
子

ぽ
つ
ね
ん
と
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
や
春
の
雨

田
口
直
哉

二
〇
二
一
年
三
月

光
の
輪
白
い
椿
の
独
占
す

岡　
道
子

※
講
座
終
了
と
と
も
に
、
二
〇
二
一
年
四
月
か
ら
、
宮
本
佳
世
乃
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
「
佳

日
句
会
」
が
発
足
し
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
度　
す
ぎ
な
み
詩
歌
館
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俳
句
講
座
土
曜
コ
ー
ス  

発
足
年　
二
〇
二
〇
年
七
月

開
講
日　
第
二
土
曜
日
午
前　

参
加
人
数　
十
人

指
導　

安
里
琉
太

あ
さ
と
・
り
ゅ
う
た　
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
、沖
縄
県
生
れ
。「
銀
化
」「
群

青
」「
滸
」
同
人
。
句
集
『
式
日
』。
第
四
十
四
回
俳
人
協
会
新
人
賞
。

蠟
梅
や
逗
子
八
景
を
雨
の
中

安
里
琉
太

書
初
の
八
一
ぶ
り
な
り
昼
を
酌
む

兄
の
捨
て
し
付
録
の
凧
の
四
六
判

柿
若
葉
光
の
中
の
す
べ
り
台

杉
本
典
子

二
〇
二
〇
年
八
月　

稲
妻
の
過
ぎ
て
ま
た
生
き
物
の
声

岸
上
み
ち
枝

二
〇
二
〇
年
九
月

鳩
吹
の
少
年
風
の
中
に
入
る

大
熊
光
汰

二
〇
二
〇
年
十
月

柚
子
落
ち
て
緑
の
皮
の
隠
れ
け
り

大
熊
光
汰

二
〇
二
〇
年
十
一
月

巣
ご
も
り
の
部
屋
の
輝
き
柚
子
ふ
た
つ

岸
上
み
ち
枝

マ
フ
ラ
ー
を
抱
い
て
午
睡
の
銀
座
線

杉
本
典
子

枯
蓮
を
静
か
な
決
断
と
思
う

岸
上
み
ち
枝

二
〇
二
〇
年
十
二
月

竹
音
に
怯
む
人
の
輪
ど
ん
ど
焼
き

松
浦
榮
子

二
〇
二
一
年
二
月　

原
稿
に
逡
巡
の
あ
と
や
ぶ
椿

吉
岡
裕
子

二
〇
二
一
年
三
月

猫
探
す
貼
紙
濡
れ
て
藪
椿

渡
邉
文
雄

雨
粒
を
か
き
あ
つ
め
て
る
春
の
草

杉
本
典
子

※
講
座
終
了
と
と
も
に
、
二
〇
二
一
年
四
月
か
ら
柳
元
佑
太
さ
ん
を
迎
え
て
「
荻
窪
令
和

会
」
が
発
足
、指
導
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、安
里
琉
太
さ
ん
は
沖
縄
に
帰
郷
し
た
た
め
、

二
〇
二
一
年
四
月
か
ら
講
座
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
月
一
回
、
ネ
ッ
ト
句
会
を
通
し
て

指
導
を
受
け
て
い
る
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
振
り
ま
わ
さ
れ
た
一
年

　
二
〇
二
〇
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
振
り
ま
わ
さ
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
角
川
庭
園
の
詩
歌
室
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
た
め
二
〇
二
〇
年
三
月
九
日
か
ら

五
月
三
十
一
日
ま
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者
が
多
い
グ
ル
ー
プ
で
は
、
使
用
可
能
な
時
期
で
あ
っ
て
も
、「
三
密
」
を
避
け
る
た
め
句
会
を
取

り
や
め
た
り
、広
い
部
屋
の
あ
る
施
設
に
移
っ
て
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
が
増
加
し
て
い
る
時
期
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
に
聞
き
ま
し
た
。

は
ご
ろ
も
の
会

会
の
代
表
者
が
取
り
ま
と
め
る
通
信
句
会
。

花
芭
蕉
俳
句
会

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
便
で
俵
木
陶
光
さ
ん
に
投
句
、
清
記
用
紙
を
返

送
し
て
も
ら
い
選
句
。
次
に
俵
木
さ
ん
が
選
句
結
果
を
集
計
し
、講
評
を
し
た
。

句
歌
詩
帖
草
蔵

通
信
句
会
で
対
応
。
ラ
イ
ン
を
用
い
て
十
二
～
十
三
人
の
リ
モ
ー
ト
句
会
も

開
催
し
た
。

幻
戯
会投

句
に
往
復
は
が
き
も
用
い
、
代
表
者
が
ま
と
め
る
通
信
句
会
。
リ
ア
ル
句

会
は
、
阿
佐
谷
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
大
き
な
会
場
で
行
っ
た
。

す
て
ち
ま
お
会

ネ
ッ
ト
句
会
、
夏
雲
シ
ス
テ
ム
は
阪
西
敦
子
さ
ん
が
設
定
。
Ｐ
Ｃ
が
苦
手
な

人
は
代
表
者
が
、
代
理
入
力
。
感
染
者
が
少
な
い
時
は
高
井
戸
の
区
民
セ
ン

タ
ー
で
句
会
を
開
催
。

荻
窪
句
会

会
の
代
表
者
が
取
り
ま
と
め
る
通
信
句
会
。

青
丹
会メ

ー
ル
や
手
紙
で
林
誠
司
さ
ん
に
投
句
、
清
記
用
紙
を
返
送
し
て
も
ら
い
選

句
。
次
に
林
さ
ん
が
選
句
結
果
を
集
計
し
、
講
評
を
し
た
。

く
る
り会

の
代
表
者
が
取
り
ま
と
め
る
通
信
句
会
。

ス
ナ
メ
リ
句
会

会
の
代
表
者
が
取
り
ま
と
め
る
通
信
句
会
。

泉
句
会今

泉
康
弘
さ
ん
と
会
の
代
表
者
が
取
り
ま
と
め
る
通
信
句
会
。

鴇
の
会郵

便
、
メ
ー
ル
で
直
接
鴇
田
智
哉
さ
ん
に
投
句
、
個
別
指
導
を
受
け
た
。
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二
〇
二
〇
年
度 

角
川
庭
園
詩
歌
館
ま
つ
り

二
〇
二
〇
年
十
月
二
十
五
日
の
角
川
庭
園
詩
歌
館
ま
つ
り
で
は
、
俳
人
石
寒
太
さ

ん
に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
石
さ
ん
は
、
角
川
源
義
に
大
学
の
卒
業
論
文
の
指

導
を
受
け
、
角
川
書
店
に
就
職
を
し
た
と
い
う
経
歴
の
持
ち
主
で
、
恩
師
源
義
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
代
表
句
に
つ
い
て
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
患
者
さ
ん
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
は
じ
め
て
講

演
をYouTube

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
で
配
信
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
俳
句
に

お
い
て
も
、
ネ
ッ
ト
句
会
、
リ
モ
ー
ト
句
会
が
め
ず
ら
し
く
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
人
にYouTube

を
通
し
て
、
詩
歌
館
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
八
〇
〇
を
超
え
て
い
ま
す
。

ち
の
ね
俳
句
会

広
い
会
場
で
、
メ
ン
バ
ー
だ
け
の
自
主
句
会
を
開
催
。
係
が
茅
根
知
子
さ
ん

に
全
員
の
俳
句
を
メ
ー
ル
で
投
句
。
茅
根
さ
ん
が
ま
と
め
て
添
削
し
て
コ
メ

ン
ト
を
付
け
、
各
メ
ン
バ
ー
に
メ
ー
ル
で
返
信
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

苗
句
会会

の
代
表
者
が
取
り
ま
と
め
る
通
信
句
会
。

す
な
お
な
句
会

二
〇
二
〇
年
十
月
か
ら
リ
ア
ル
句
会
を
再
開
。
投
句
選
句
ま
で
ネ
ッ
ト
で
行

い
、
句
会
で
橋
本
直
さ
ん
に
講
評
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ま
ど
の
会

二
〇
二
〇
年
三
月
か
ら
ネ
ッ
ト
句
会
で
対
応
し
て
い
る
。

若
之
の
会

夏
雲
シ
ス
テ
ム
で
投
句
選
句
、
福
田
若
之
さ
ん
に
よ
る
選
と
講
評
は
音
源
デ
ー

タ
で
も
ら
っ
た
。

2020 年度角川庭園詩歌館まつり
YouTube の配信画面（画面右が石寒太さん）
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二
〇
二
〇
年
は
、
コ
ロ
ナ
騒
動
に
明
け
暮
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
角
川
庭
園
は

昼
間
し
か
開
館
し
な
い
施
設
で
す
の
で
、
詩
歌
室
を
閉
鎖
し
た
の
は
、
二
カ
月
ほ
ど
で

し
た
。
し
か
し
密
に
な
る
こ
と
を
避
け
て
、ネ
ッ
ト
句
会
、通
信
句
会
に
変
更
し
た
り
、

よ
り
広
い
施
設
を
利
用
す
る
な
ど
の
工
夫
を
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
俳
句
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

「
一
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
句
会
が
、
通
信
句
会
で
は
、
一
カ
月
か
け
て
楽
し
め
る
」

と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
沖
縄
か
ら
ネ
ッ
ト
に
よ
っ

て
、
俳
句
指
導
を
受
け
る
グ
ル
ー
プ
も
誕
生
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
、
俳
句

の
新
し
い
可
能
性
が
見
出
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

長
年
、
雑
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
俳
句
を
学
び
、
楽
し
む
場
と
し
て

の
角
川
庭
園
は
、
印
刷
物
を
超
え
た
媒
体
で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
ら
れ
た
編
集
作
業

で
し
た
。 

（
岩
石
隆
光
）

編
集
後
記

二
〇
二
一
年
版
（
二
〇
二
〇
年
一
月
〜
二
〇
二
一
年
三
月
）

す
ぎ
な
み
詩
歌
館 

角
川
庭
園
の
俳
句

発
行
日	

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）
十
月
三
十
一
日

発
行
・
制
作	

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
す
ぎ
な
み
学
び
の
楽
園

俳
句
事
業
部

住
　
所	

東
京
都
杉
並
区
荻
窪 
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島
孝
彦




